
来年度に向けて

事務局

今年度はじめに、県企画部の担当人事が―新

したこともあり、NPO自然博ネツトでは県企

画部長はじめ県側のスタツフと面会し、自然史

博物館設立に向|すた県の考え方を聞きました。

これについては、本誌第 17号に報告がありま

すが、その3寺 はあまり積極的な意見はもらえま

せんでしたが、NPO自然博ネツトと県企画部

との研究会を開催することが計画されました。

この研究会は今年度 3回開催され、相互に自然

史博物館やその設立への取り組みについて多

<の意見交換が行われ、お互いに理解を深める

ことができました。

県企画部の組織やスタツフは、数年おきに変

わるので、そのつどこれまでの経緯や私たちの

考え方を聞いてもらつていましたが、今回この

ような研究会を行い、じつ<り と0寺間をかけて

相互の意見を交換できたことは、今後の方向性

を探る意味であ互いに良かつたと思います。

研究会の中で、自然学習保存事業のこれまで

の成果を一般にわかりやす<示すことができ

ないかという提案が県イ貝」から出され、保存事業

について学校向けのバンフレツトを県が来年

度に印刷し配布することが検討されました。ま

た、静岡大学理学部から提案のあつた博物館学

実習を NPO自然史博ネツトが受入れることも

前向きに検討され、来年度から実施されること

になりました。

自然学習資料保存事業については、本誌前詈

で報告がありましたが、すでに保存のための収

蔵庫が満杯になり、事業所の 2階と 3階の空き

スベースの使用許可をお願いしていました。こ

のことについては、来年度からその使用が許さ

れる見込みで、収蔵スベースが現在の 2倍に広

がります。それによつて、予定していたとおり、

杉野氏植物標本、志村氏シダ植物標本、寺田氏

現世貝標本、板丼氏淡水魚標本を順次搬入し、

登録整理作業を開始します。

自然学習資料保存事業の委託予算について

はまだ決定されていませんが、予算案としては

全体予算は今年度と変わりませんが、実質かか

る人件費については増額が認められる予定で

す。自然学習資料保存事業については、ここ 2

年間人件費を切り詰めながらも、毎年 50万円

程度赤字で、NPO自然博ネツトの予算から補

填しながら継続してきました。来年度の人件費

i曽額は嬉しいものの、事業費全体の増額をさら

に望みたいと思います。

今年度は、7月に辻公民館のホールで『易近

な自然展』、8月 4日 にクレツセ静岡で『静岡

の自然展』、8月 7日 ～12日 に「静岡科学館る。

<・ る」の場所をお借りして、『ミニ博物館 絶

滅のおそれのある動lL3物』を開催しました。ま

た、今年 1月 21日 ～27日 には稲葉 茂標本展

示会を保存事業室のある建物の 3階会議室で

開催しました。さらに、9月からは静岡新間の

日曜版 (2ベ ーブのトツプ)に 9月 2日 から毎

日曜日、『しずおか自然史』という紙上博物館

を展開しています。3月末で 30回 を重ね、多

<の方からの反響もあり好評です。来年度には、

地学に弓|き 続き動植物と自然環境についての

記事が掲載され、ほぼ 1年間連載される予定で

す。

私たち NPO自然博ネツトの本来の目的であ

る県立自然史博物館の設立については、昨年

12月に県議会で天野 ―氏が自然系博物館整

備に向けての検討委員会の設置を提案されま

したが、それに対して石川知事は「現在、適地

や整備手法などを含めて内部的に検討してい

て、適地などのめどが立つた段階で設置した

い。」と説明されたそうです。具体的に自然系

博物館整備について、また適地などの検討がど

こでどのように行われているかわかりません

が、少な<とも自然系博物館整備について県は

前向きであると思われます。

今すぐに自然系博物館整備が始まる現状で

はないと思いますが、これまで続けてきた

NPO自然博ネツトの活動と保存事業などの委

託事業をきちんと行いながら、今後も県立自然

系博物館の設立に向けて努力していきたいと

思います。



ミニ博物館報告 故稲葉 茂氏昆虫コレクシ∃ソ

蝶を愛して日本から世界ヘ

横山 謙二

1月 21日 (月 )～ 27日 (日 )になけて、ミ

ニ博物館『蝶を愛して日本から世界へ』を開

催しました。今回のミニ博は、静岡県自然学

習資料保存事業室で、保管をしているコレク

シヨンを県民の方々に紹介し、静岡県自然学

習資料保存事業を普及してい<目的で行いま

した。コレクシヨン紹介展の第一回目として、

すでに整理受入れが終了し、貴重な標本が多

<含まれている稲葉 茂氏昆虫コレクシ∃ン

を選びました。

稲葉 茂氏昆虫コレクシヨンは、故稲葉

茂氏が 1970年ごろから、集められた県内を中

心とする国内の標本と海外の標本の約 5000

標本です。これらの標本の中には、これまで

富士山で採集記録のなつつたスギタニルリシ

ブミの標本やめずらしい中国奥地のウスバシ

ロチヨウの仲間の標本など貴重な標本が含ま

れています。これだけの標本を、少人数でな

らべ展示するのは大変な作業なのですが、今

回は準備を開始するのが遅れ、標本を並べ終

えたのが開催日の 3日前、展示が完成するの

に、開催当日の朝までかかつてしまいました。

こうして開催日を迎えることになつたわけ

ですが、初日の来館者は、平日のためか少な

<、 あまり多<来館者はありませんでしたが、

昆虫に興味のある方々が昼休みや仕事の合間

をめつて見学に来て<れました。来館者は男

性が多<、 少年時代から昆虫採集をしていて、

そして今でも多<の昆虫標本を所有している

方が多<いました。昆虫フアンが持つ、我々

の把握していない県内の貴重な標本は、まだ

まだあるようです。

開催期間末の土 。日は、新聞など報道機関の

宣伝効果もあつてか、朝から多<の来館者が

ありました。特に、土曜日は 76名の来館者が

ありました。これは、事業室で実施したミニ

博の一日当たりの来館者数の最高記録になり

ます。この土日の来館者のおかげで、結局

2006年の夏休みに、同じ会場で開催したミニ

博と同じぐらいの来館者数になりました。来

館者のほとんどは、平日と同じように大人の
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見学者風景

土日は多くの来館者でにぎわいました。



昆虫フアンでした。また、土曜日lc~は 、故稲

葉氏のご家族の方もみえられ、稲葉氏の標本

を一般の方に公開できたことを喜んであられ

ました。

今回のミニ博では、これまでの子供中心のミ

ニ博とは違い、大人が多い静かなミニ博でし

た。静岡県自然学習資料保存事業室で行うミ

ニ博は 3回目になりますが、まだまだ事業室

の知名度がな<、 問い合わせは場所 。交通に

関することが多<あ りました。我々の行つて

いる活動を理解してもらうためにも、もう少

し事業室の存在を知つてもらうための活動を

していかなければならないと感じました。

一

故稲葉氏のご家族と高橋真弓理事

総会の会場 案内

平成 20年 4月 20日 (日 )

清水区辻 44-17 静岡県自然学習資料

保存事業室 3階
総会記念講演

小澤智生 (サ イバー大学世界遺産学部教授)

演題 「これからの自然博物館はどのようにある

べきか」

会場は」R清水駅から徒歩 15分、清水駅前バスタ

ーミナルより山原梅蔭寺線 (12:09,12: 47)ま
たは梅ケ谷市立病院線 (12:11,12:55)で 辻 4丁

目下車。

車を利用される方は駐車場もあります。

」R清水駅
―

 
―

総会会場 地図

Ettg L宣」□時

所

日

場



浜名湖の野鳥観察と浜松市博物館の見学

三宅 隆・柴 正博

浜名湖の野鳥観察

天気はいいものの、昨日からの、春の嵐とも

言える強風で、普段ならた<さ ん見つかるカモ

たちが、今日はほとんど見えない。ここ細江湖

の気賀でも、風をよけて、入江の船だまり周辺

に少し見えるだけだつた。そんな中、双眼鏡や

望遠鏡で、寒さに耐えながら観察を続けた。こ

こで見られた鳥は、ホシハブロ、キンクロハブ

□、スズガモ、マガモ、カルガモ、ヒドリガモ、

オナガガモ、ホオブロガモ、カワアイサなど。

その他に、オオバン、コサギ、ユリカモメ、セ

グロカモメ、カンムリカイツプリ、カワセミな

どであつた。いつもなら大群で見られるスズガ

モもほんの数羽見られただけだつた。

佐鳴湖

佐鳴湖は、以前はミコアイサがた<さ ん見ら

れる場所として有名だつたが、いつの間にか、

日本で汚い湖のワースト 1になつてしまつた。

しなし、周辺は整備され、公園的要素のある憩

いの場となつている。

相変わらずの強風の中、昼食を取つた後、探

鳥した。ユリカモメが、人の与える餌に集まり、

カワウが飛び交つている。お目当てのミコアイ

サは残念ながら見られなかつたが、カイツプリ

の 27羽の群れや、間近で、マガモ、コガモが

見られ、みな満足していた。その他、キンクロ

ハブロ、オカヨシガモ、オオバン、カンムリカ

イツプリなどが見られた。

浜松市博物館の見学

佐鳴湖での野鳥観察の後、観察地の対岸の佐

鳴台にある浜松市博物館を見学しました。この

博物館は国l旨定史跡である縄文貝塚の「蜆塚遺

跡」のある1見塚公園の中にあります。浜松市博

物館は、市立の歴史系博物館で、原始から近代

まで浜松地域の歴史資料を紹介しています。

浜松市立博物館は、今回の浜松市の広域合併

で、三ケ日公民館民俗資料室、舞阪郷土資料館、

春野歴史民俗資料館、さ<ま郷土遺産保存館、

水窪カモシカと森の体験館などを含ぬ 14館に
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よる歴史系博物館群となり、これら市立博物館

を統合管理するセンターとなつたそうです。博

物館の常勤職員は 10数人で、そのうち専任の

学芸員は 4名、その 4名が 14館もある市立博

物館群を管理しているそうです。

博物館では、学芸員の太田好治さんに展示の

一部と収蔵室などのバツクヤードを案内して

いただきました。展示室の入□にはナウマンゾ

ウの全舅骨格が展示されていて、浜北人と三ケ

日人の化石も展示されていました。これらの化

石標本はレプリカですが、浜松の過去の歴史に

とつて重要な標本です。

ナウマンゾウは佐浜町から産出した標本が

細江湖気賀でカモの観察



ナウマンゾウと命名された標本であることと、

歴史展示における原始の浜松の象徴として大

きな存在感を示しています。また、沢のコーナ

ー |こ は蜆塚遺跡の最」ぎ取 り標本が展示 してあ

りました。泉」ぎ取り標本は、実際の地層に接着

斉」を吹きかけて布をか6せ、地層ごと尿」ぎ取つ

たもので、観察面は剥ぎ取られた裏面にあたり

ます。この標本は大き<、 貝塚の貝や大きな礫

などもきちんと尿」ぎ取られていて、実際の遺跡

そのものが見られるようになつています。泉」ぎ

取り標本は、地層や遺跡などの実物をそのまま

保存でき、部屋の中で実物をいつでも詳細に見

ることができために、研究や教育にとても有効

に利用されます。

バツクヤードでは、大型搬入□のフロアーに

現在収集中の昭和の生活雑貨や家具、電化製品

がところ狭しと並べられていました。二槽式の

洗濯機や足ふみ式のミシンなど、参加者の多<
が以前に使つていたものばかりで、みなさん大

変懐かしがつていました。また、収蔵室も見学

させていただき、ここでもさまざまな民具や生

活具などがぎつしりと収蔵されていました。

太田さんの話では、浜松市博物館では、1000

年後の浜松市民に現在の浜松南や市民の生活

を知つてもらうために、10年ごとに市民の生活

品を保存じつづけているそうです。博物館の本

来の役割をきちんと理解し、地道に保存活動を

行つていることに感動しました。

静岡県の自然に関して、このように現在の自

然資料と情報の収集や保存を行つているとこ

ろはありません。私たちが県から委託を受けて

いる自然学習資料保存事業も散逸の危惧され

る標本が主で、現在の静岡県の自然の状態を調

べ、そして自然の標本を保存しているわけでは

ありません。私たちは、1000年後の県民のため

に現在の静岡県の自然の何を残すことができ

るのでしようか。

蜆塚遺跡の剥ぎ取 り標本の展示

´
´~

展示室入回のナウマンゾウの全身骨格

民具などでいつぱいの収蔵室の中のようす 近代の生活のようすを展示しているコーナー
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カワ∃シノボリという魚の名を言つて、魚の姿を思い描ける人は、おなりの魚好きである。珍

しい魚かというと、実はそうでもない。富士川より西|こ住ぬ人にとつては実はかなり身近な存在

で、川の中 0上流域に普通に見られるはずの魚である。しかし近年不在の川も見られようになつ

た。過去の災害や河川工事によるらしいが、詳細は不明である。

カワヨシノボリはハゼ科の淡水魚である。∃シノボリの径をもつ魚にはこれ以外にも10種ばか

りあり、シマ・オオ・ルリなどの冠がついている。本種にはカワがついているど、川で一生を過

ごすことでこの名が与えられた。命名は∃シノボリの権威水野信彦博主である。実は∃シノボリ

の大部分の種は学Cが確定しておらず、本種は現在学径び確定している例外的な種である。

∃シノボリ類のあいだには、骨、鱗や鰭条などの一般的な分類形質においては差異が認められ

ておらず、区別はおもに生時の色彩によつている。過去に学径を与えられたものもい<つかある

ど、これらはずでに色彩を失つており、これらとの照合が困難なのである。

∃シノボリ類のほとんどは両イ貝」回遊性といつて、川で産まれ、いつたん海に下つて成長し、再

度川に湖上して成長する生活環をもつ。いつぽうカワ∃シノボリは河川陸封魚なので海に下らず

、―生を川の上流域から中流域だけで過ごす。

本来イ5魚期に海に下るべきものから、川で留まるものへの変化は進化的な大変イヒである。仔魚

期の魚にはほとんど遊泳能力はな<、 中・上流の速い流れにあいて、この魚のイ5魚はその時期を

卵の中で過ごし、卵からかえつたときにはずでに稚魚期に達している。孵化直後から川底での生

活を開始するのである。

イ5魚期まで卵内で過ごすためには、卵に相当の栄養の蓄積が必要となる。実際カワ∃シノボリ

の卵は回遊ll■ の∃シノボリに比べて長さで3倍ほどもある。単純計算でも体積で23倍にもなる。

雌が産ぬ卵の数は、回遊1生の種では3,000～ 10,000個 なのに対し、カワ∃シノボリではわずか100

個である。カワ∃シノボリは、発育び進んだ能力の高い子をかえずために大きな投資をしている

わけで、大卵保護の繁殖戦略をとる珍しい魚なのである。

大きな卵を生ぬ川魚としては、ウグイ、ソウギ∃、ハクレン、アマゴなどがあり、25～50mm
の卵を産ぬ。これらは成魚のサイズも大き<、 成魚の全長あたりの卵径ではアマゴの2%強を筆

頭としていずれも1%に満たない。いつぼう小さな卵を産ぬヨシノボリ類を含ぬ回遊性の魚もこ

の比はたいてい 1%未満で、せいぜいオオ∃シノボリが2%強を示す程度である。全長がたかだ

か6cmに しかならぬカワヨシノボリは、6mm強の卵を産み、比は10%を超える。この魚がいかに

大卵を産んでいるかがわかる。
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0乍年、南 ;フ ルフスの作業道のり面てイワギクを見つけた イワギクは東北地んから九り||ま での

山掛セ岩鍔 [1■、々 と隔離分布 しノている植物であるという.な らば南アルプスこあつてもあなしく(は

ない そこて苫なら「南アルフスにもイワギクが隔離分in Jなたノて短報が出たかもしれない が

、近炉はそう簡申こは事が運ばなくなつこきた

なつて、北海道 こ分布するイワヨモギが、本りlσ)道ドのり面 こと|1現 し、隔離分布の新産地が、

あろいは国内帰イヒがこ問題になつた1そ し/て 最後は中国産のコモギ種子 |こ 混ざ
｀
つて道路のり面に

吹きイ寸け [)市lた も l「)であるということに落ち着いた像Jも ある (

南アリしフ スでイワギクを用,た C)と 同じ頃出版さ市lた、いがりまさし著「日本の野菊 JIこ は、近

年、のり面に吹き付けられる植物に混ざつて大陸産の植物が見つなることも1曽 えているので、林

道脇でイワギクを見つけたら、まず帰 |ヒ したものではないがと疑つてみる必要があると書ガ4~lて

いる、ご丁寧 こも、静岡県西部の竜頭山「l林通のり面で1998年 こ撮ン した写真まで載せている c

はないか(t,う 10年も前から、大陸産のイワギクが県内 こノ、つていたのだ(′ 南アルフスのイワギ

クも残念ながら中国産の帰化植物のようだ.

最近、日本のものならは想像も出来ない高さ 3 rTlこ もなるコマツナギを見ることも多<な つて

きた。こオtも緑イヒのりllEが ら逃げ出 tノ てきた中国産lLM物 であろうだと、中国植物誌第40巻をみ ll

ば、そこには馬棘 (lndlgofera pse∪ doti∩ ctona Mats∪ m)は 「小灌木、高 1-3m:多 分枝.―
――Jと あるc間違いな<日 本のものと同種の中国産コマツナギであるc

紙面がないので、中国産種子によるのり面緑イヒの是非や、外国産植物が生態系 |こ 与える問題な

どはここでは論じられないが、これからも思いもよらない大陸産植物がフ
ヽ
、り込んで<ることは間

違いないだろう。そこで植物調査をする人は、「稀少植物の新産地発見Jなんて発表して恥をか

がないように注意が肝要である.



静岡県のコウモリ

三宅 隆

才

私がコウモリに興味を持つたのは、静岡県版

レツドデータブツク (RDB)作成のための調査

を始めた 1997年 からである。それまでは、興

味はあつても、実際の調査はしたことがなかつ

た。まず、調査を始めて気がついたことは、県

下のコウモリについては、ほとんど資料がない

と言うことだつた。島居春巳氏の著書「静岡県

の哺¥し類」1989年 |こ 記述はあるものの、コウモ

リについての確認記録は極めて少なかつた。そ

こで、意を決して調査を始めたのだが、これが

また難しかつた。暗い洞窟に入つて確認するの

はまだしも、カスミ網での捕獲を試みても一向

|こ捕まらず、最初の 1頭を捕獲できたのは、調

査開始から 2年後のことであつた。その時の感

激は今でも忘れない。その後は、コウモリとの

知恵比べで、こちらも少しずつ捕獲能力が上達

冬眠中のモモジロコウモ リ

ヽ

単独冬眠するキクガシラコウモリ

しコンスタントに捕獲できるようになつた。

さて日本国内では 37種類のコウモリが確認

されているが、静岡県下では、RDB調査前まで

は、コキクガシラコウモリ、キクガシラコウモ

リ、モモブロコウモリ、ヒメホオヒゲコウモリ、

ヒナコウモリ、ヤマコウモリ、アブラコウモリ、

ウサギコウモリ、ユビナガコウモリ、テングコ

ウモリ、コテングコウモリ、チチブコウモリの

12種類であつた。この中で、ヒナコウモリとチ

チブコウモリは 100年以上前の記録であり、実

質 10種類の確認に過ぎなかつたのである。

我々RDB哺 7し類部会では、週末ごとに県内各

地に出かす、夜間カスミ網を張つたり、コウモ

リの出す超音波を人間の可聴音に変えろバツ

トデイテクターと言う器械を使つて、確認に努

め、県下初記録のカグヤコウモリやクロホオヒ

一
摯ｔ

，

″

ｒ

」三
´

ヽ

冬眠中のウサギコウモ リ

集団冬眠するキクガシラコウモリ



ゲコウモリの捕獲にも成功した。そして 2004

年に静岡県版 RDBが発干」された。レツドリス

トには、哺7し類では、コウモリ 14種の内、絶

滅危悧 類にモモブロコウモリ、ユビナガコウ

モリの 2種、準絶滅危惧にキクガシラコウモリ、

コキクガシラコウモリの 2種、情報不足にクロ

ホオヒゲコウモリ、ヒメホオヒゲコウモリ、カ

グヤコウモリ、テングコウモリ、コテングコウ

モリの 5種、要注目種にヤマコウモリ、ヒナコ

ウモリ、チチブコウモリ、ウサギコウモリの 4

種が指定され、アブラコウモリを除<すべての

種がレツド該当種となつた。それほどコウモリ

は減つているというな、確認できない種類なの

である。

その後、私は RDB発行後も、31き続き環境

省や県の許可を得て、コウモリ調査を続けてき

ていた。2004年には、ヒナコウモリが 100年

5り に捕獲確認された。そして、2006年 3月

には、埼玉県のコウモリ研究者の佐藤顕義氏ら

が、天竜川水系の隧道で、チチブコウモリを確

認したと言う情報を得た。県下での記録梢 886

年ということであるなら、何と 120年振りの再

発見ということになる。翌年 2月には佐藤氏の

案内で、夢にまで見たチチブコウモリに出会う

ことができた。隋道の天丼の小さな窪みに 1頭

だけひつそりと冬眠していた。

その後、佐藤氏らは、毎月 1回静岡県を訪れ

ては、隧道、トンネル、廃尻などの調査を続け

られ、次々と新発見をしていつた。2007年には、

天竜川水系と大丼川水系の隧道で、県下初記録

となるノレンコウモリを発見し、繁殖まで確認

された。さらに、2007年 12月 には、チチブコ

ウモリが大丼川水系でも確認された。いずれも、

隧道の中を丹念に探してい<のだが、数センチ

の穴や窪みの中に入つているので、よほど熟練

しないと見つけるのは困難である。数回私もそ

の調査に参力0し たのだが、数十メートルのトン

ネルの中をライトで照らしながらゆつ<り見

上げているのは、重労働で頭が痛<なる。

毎月 1回調べることによつて、冬眠の状態も

調べられてきた。冬眠中は動かないと思われて

いたコウモリが、月毎に、隧道に入つている種

類が異なつていたり、寝ている位置を変えてい

ることが判つてきた。冬眠中も0寺 々は起きて活

動しているようである。

頻繁ではないものの、車が通る隧道やトンネ

ルで確認されたコウモリは、キクガシラコウモ

リ、モモブロコウモリ、ウサギコウモリ、ヒナ

コウモリ、チチブコウモリ、ノレンコウモリ、

テングコウモリ、そして今まで、樹洞1生と者え

られていたヒメホオヒゲコウモリやコテング

コウモリも見つかつている。

これらの多<の発見が、静岡県の研究者によ

るものではな<、 県外研究者の努力によるもの

だというのが少し残念ではあるが、今後とも一

緒に協力して調査を続けたいと考えている。

そして、まだ県内では見つかつていない、オ

ヒキコウモリやモリアブラコウモリ、クビワコ

ウモリなどに会いたいものである。

図書紹介

生命と無生物のあいだ

福岡伸―著 講談社現代新書 定価 74o円

現在はゲノム・プロブエクトが完成し、遺伝子のどこにどのよう

な情報が記されているが詳細な設計図が明らかになつています。こ

の本は、遺伝子が核酸 (DNA)でできていることその DNAは二重ら

せん構造をもつこと、そして生命とは自己複製を行うシステムであ

ること、さらに生命とは動的平衡状態にある 「流れ」であることな

どが明らかにされてい<研究の歴史が、わかりやす<述べられてい

ます。それと同0寺に、二重らせんの発見にまつわるスキヤンダラス

な事実など、研究者たちのさまざまな逸話もあわさり、読み進めに

したがつて生命の核心に近づいていきます。

遺伝子や DNAなどぬずかしそうな話が、その時その8寺の研究の問題点と、研究者の人間<さ い

柴 正博実態とが折り重り、理解しやすい本です。

生物と無生物のあいだ
福 岡伸―

サントリー学芸賞受■41》

各メディア絶賛の嵐
必読のベストセラー

●日●■ ●||● 氏……●●0大 n口 ::
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私の研究材料 オス トラコーダ (その 1)

池谷 仙之

オストラコーダ (Ostracoda)と はどのよう

な生物なのか。日本語では「介 (貝)形虫」と

いう甲殻類 (節足動物)の仲間なのだが、知つ

ている人は少ないかも知れない。カンブリア紀

(5億年ほど前)に地球上に出現して以来、多

岐にわたる進化を続 |すながら、今なお世界中の

あらゆる水域 (雨上がりの水たまりから数千メ

ートルの深海底まで)に繁栄している。その種

類は化石種を含めて世界で約 33,000種が知ら

れ、陸域における昆虫類のように種多様性の高

いグループの―つである。しかし、普通は体長

が僅か 0.5mm以下と小さいので、肉眼ではな

かなか識別しに<い (古生代には体長 10mm、

現生でも 30mmの種類もある)。

オストラコーダの動物体 (軟体部)(図 1)

は、連結した硬いキチン質の外骨格に覆われ、

頭部の中央部に□器をもち、肛門は体の後端に、

また、背イ貝]に単眼と対をなすイ貝」眼 (複眼)があ

る (深海や洞窟、間隙水中の属では眼の機能が

退化しているものがある)。 頭 胸部は融合し、

その腹1貝」に 7対の付属肢と尾叉が付いている。

付属肢の第―触角と第二触角は歩行、遊泳、摂

食に、大顎と小顎は食物の咀疇に、第―から第

二胸肢は主として歩行に用いられる。交尾器は

尾叉の前万にある。この軟体部が石灰質からな

る左右非対称 (普通は右殻の方が大きい)の 2

枚の殻 (背甲)の中に保護されている (図 2)。

その姿は、エビや力二の甲羅が二枚貝の殻のよ

うに硬<なつて、正中線に沿つて左右に折れ曲

がり、体全体をその内イ貝」に畳み込んだ状態を想

像するとよい。繁殖は年間を通して行われ、普

、               0.lmm
 `     おαfr″αル 9:′ ″′バ

図1:左殻を剥離して軟体部を現した図 (1～7:

付属月丸 8:尾叉, 9:雄の生殖器)

通、有ll■生殖によるが、単為生殖する種 (淡水

種に多<、 乾燥や低温に耐久ll■があり、しばし

ば鳥の足や羽に付着して広域に分散する)もあ

る。卵からノープリウス幼生でふ化した幼体は

8～ 9回の脱皮を経て成体となる。脱皮ごとに体

の大きさは約 12倍の割合で増大し、背甲の装

飾や動物体の各器官が順駅付力□される。生殖器

官は最終齢で成熟し、雌雄異体である。成熟に

要する期間は種類によつて異なるが30～80日 、

その寿命は最長で 3年程度と云われている。今

類学上、オストラコーダ綱は石灰化度の低い背

甲をもち海中を遊泳するミオドコーバと石灰

質の背甲をもち水底の表面をはつたり堆積物

中に潜つたり、また水生植物の間で生活するポ

ドコーパの 2つの亜綱に分けられている。ほと

んどの種類は雑食 ll■ で藻類や微小な生物を餌

としている。ザリガニや等脚類、端脚類に寄生

するものもいる。発光するウミホタルもオスト

ラコーダの一種であるが、この種類は魚などの

腐肉を好んで食べる。このオストラコーダが古

図 3:背甲に現れる性的二型 (走査電顕写真 )

′sわ′zakle〃 a  ryJkyυ ensls
図2:海難 を歩行するオス トラコーダ



図4:背甲に開けられた微 Jヽ子しの分布とその

断面 (子Lか ら出ている感覚毛)およびそ

れらの走査電顕写真

生物学の絶好の研究材料となり得るのは、他の

微化石に比べて背甲に記録される情報量が圧

倒的に多いことによる。それらは、まず第―に

ll■的二型 (雌雄で背甲の大きさや形態が異な

る)を半」別できることである (図 3)。 化石で

雌雄が判別できる唯―の生物と云つてもよい。

雌は 20～ 30の卵を背甲内に産み、 1齢幼生ま

で背甲内で育ててから水中に放出する。この保

育嚢の形態が雌の背甲に現れる。第二に不連続

な脱皮段階の背甲が化石に残されるために、 1

齢なら最終齢までの個体発生を追跡すること

ができる。こればかりではな<、 背甲には成長

に伴う動物体各器官の発達を反映した痕跡が

記録されている。それらの主なものを列挙すれ

ば、取のようになる。

1)背縁にそつて三枚の殻を接合している蝶

番構造 (噛み合う溝や歯など)が成長と共に変

化し、またタクサごとに異なる。

2)閉殻筋が背甲に付着していた跡が殻の中

央部に筋痕として残され、タクサによつて形態

やその数と配列は多様である。

3)付属肢の動きを制御する筋肉の付着部が

殻の内イ貝1に様々な模様の筋痕として残される。

4)殻の表面に多種多様な形態の微小子しが多

数見られる。これは昆虫の体表面に見られる各

種の感覚受容器に対応する機能と構造に類似

する。これらの子しは動物体と殻外環境との連絡

□であり、老廃物の分泌子しであつたり、また中

図5:背甲表面に見られる装飾模様の一例
走査電顕写真 (スケープレ -ヾlμ m)

枢神経に通 じた感覚毛の出□であつたりする。

微小子しの形態と殻上の位置や数は種ごとに分

化 しており、種の同定と系統を考察する上で重

要な形質要素となつている (図 4)。

5)殻表面の各種の装飾 (突起、肋、溝、網

目など)は種ごとに異なり、種分類の要素とな

つている (図 5)。 さらに、 リン酸カルシウム

に置換された付属肢の細部の構造まで保存さ

れた古生代の化石や「生きた化石」が発見され

るなど、進化系統を考察する上で有利である。

石灰質の殻は化石として地層中によ<保存さ

れ (節足動物の化石の中では最も多い)、 小さ

いが故にた<さ んの標本を採集することがで

きる。この標本の豊富さと前述したような好条

件は、さながら遺イ云学におけるシ∃ウブ∃ウバ

エが果たした役割に匹敵する研究材料となり

得るのではないかと思われる。もし、ショウブ

ヨウバエの化石がいろいろな地質時代からた

<さ ん得られたら、生物進化の事実とそのメカ

ニズムをもつと鮮明に解析できるかも知れな

い。しかし、残念ながらその化石は琥珀の中か

ら数個体が発見されているに過ぎない。実験集

団として、また自然集団として詳し<調べるこ

とはできても、その祖先を地質0寺代まで遡つて

調べることはできない。このようなわけでオス

トラコーダは、ショウブ∃ウバェが果たして来

たのと同じような役割を担う可能 ll■ をもつ生

物であり、「水域のシヨウブ ョウバェ」として

古生物進化の絶好の材料なのである。 (オ スト

ラコーダの研究については次回にゆずる)
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